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【 ０ ０ ０ ９ 】
つ ぎ に 事 例 に つ い て こ の 発 明 の 性 能 を 説 明 す る 。 付 勢 円 板 ４ ２ は 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項
１ に 記 載 の 「 回 転 円 板 」 に 相 当 す る も の で 、 そ の 回 転 運 動 は 、 駆 動 円 板 ３ ２ の 駆 動 を 受 け
て 生 じ る 運 動 と 、 図 ６ に 詳 細 に 示 し た 付 勢 円 板 ４ ２ の 流 路 ４ ２ ２ を 中 心 部 分 か ら 外 縁 部 分
に 向 け て 流 れ る 液 体 の 流 束 に 流 路 ４ ２ ２ の 回 転 の 結 果 と し て 創 成 さ れ る コ リ オ リ の 力 に 基
づ く 運 動 と の い ず れ か と し て 現 れ る 。 付 勢 円 板 ４ ２ の 八 本 の 流 路 ４ ２ ２ は 固 定 主 軸 ４ ３ の
外 周 に 沿 っ て 設 け た 溝 ４ ３ ２ に 連 通 し 、 同 溝 は 固 定 主 軸 ４ ３ に 縦 貫 し て 設 け た 給 液 路 ４ ３
１ に 連 通 す る 。 流 路 ４ ２ ２ の 先 端 を 囲 む よ う に 環 形 状 を し た シ ー ル 材 ４ ３ ４ が 台 板 １ ２ と
付 勢 円 板 ４ ２ と の 間 に 介 挿 さ れ 、 流 路 ４ ２ ２ か ら の 液 漏 れ を 防 止 し て い る 。 台 板 １ ２ の 付
勢 円 板 ４ ２ に 対 向 す る 面 に 環 形 状 の 溝 １ ２ １ が シ ー ル 材 ４ ３ ４ と 同 心 に 設 け ら れ る （ 図 ３
参 照 ） 。 該 溝 １ ２ １ は 台 板 １ ２ の 内 部 に 設 け た 流 路 （ 図 示 せ ず ） を 経 て そ の 開 口 端 １ ２ ９
に 連 な る 。 流 路 ４ ２ ２ の 各 々 か ら 流 出 す る 液 体 は 該 溝 １ ２ １ に 流 入 し 、 そ の 開 口 端 １ ２ ９
か ら ホ ー ス （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 液 供 給 源 ２ ２ （ 図 １ 参 照 ） の 液 貯 槽 に 流 入 す る 。 給 液 路
４ ３ １ の 開 口 端 ４ ３ ９ は 、 ホ ー ス を 介 し て 給 液 ポ ン プ ６ ２ （ 図 ７ 参 照 ） と 連 通 す る 。 同 ポ
ン プ ６ ２ は 回 転 子 ６ ２ ２ 、 二 つ の ロ ー ラ ６ ２ ４ と ６ ２ ５ 、 ケ ー シ ン グ ６ ２ １ 、 お よ び 液 流
チ ュ ー ブ ６ ２ ６ を 主 構 成 要 素 と す る 。 同 回 転 子 ６ ２ ２ の 軸 ６ ２ ７ は 台 板 １ ２ の 上 で 駆 動 系
３ ０ の 駆 動 軸 ３ ３ に 連 動 す る 。 駆 動 系 ３ ０ が 起 動 し 駆 動 軸 ３ ３ が 時 計 方 向 に 回 転 す る と 、
回 転 子 ６ ２ ２ の 回 転 に 伴 い ロ ー ラ ６ ２ ４ が 時 計 方 向 に 移 動 し な が ら 順 次 チ ュ ー ブ ６ ２ ６ を
押 圧 し 、 移 動 先 の 液 体 を 先 に 押 し つ つ 移 動 の 後 に 液 体 を 吸 い 上 げ る 。 そ れ と 並 行 し て ロ ー
ラ ６ ２ ５ は 時 計 方 向 に 移 動 し な が ら 順 次 チ ュ ー ブ ６ ２ ６ を 押 圧 し て 移 動 先 の 液 体 を 押 し 出
し 、 移 動 の 後 に 後 続 の 液 体 を 呼 び 込 む 。 そ の 結 果 、 回 転 子 ６ ２ ２ が 連 続 し て 回 転 す る と チ
ュ ー ブ ６ ２ ６ は 連 続 し て 吸 入 口 ６ ２ ８ か ら 液 体 を 吸 入 し 、 吐 出 口 ６ ２ ９ か ら 液 体 を 吐 出 す
る 。 該 吸 入 口 ６ ２ ８ と 該 吐 出 口 ６ ２ ９ と は そ れ ぞ れ ホ ー ス に よ っ て 貯 液 槽 （ 図 示 せ ず ） に
連 通 す る 。 ゆ え に 自 転 車 の ペ ダ ル ク ラ ン ク 機 構 ９ ６ （ 図 ２ 参 照 ） を 駆 動 す る と 、 こ れ に 連
動 す る 駆 動 軸 ３ ３ の 回 転 作 動 と 共 に ポ ン プ ６ ２ が 運 転 を 始 め 、 補 助 動 力 装 置 １ ０ が 活 性 の
状 態 に な る 。 駆 動 円 板 ３ ２ に は 八 本 の ピ ン ３ ２ １ が 備 わ り （ 図 ８ 参 照 ） 、 こ れ に 係 合 す る
付 勢 円 板 ４ ２ の ピ ン ４ ２ １ が ピ ン ３ ２ １ よ り も 少 な い 個 数 、 た と え ば 四 個 が 付 勢 円 板 ４ ２
周 縁 の 円 周 上 に 等 分 に 配 置 さ れ る 。 駆 動 軸 ３ ３ の 正 規 な 回 転 方 向 が 図 ５ に つ い て 時 計 方 向
と す る と 、 駆 動 円 板 ３ ２ の 回 転 作 動 に よ り 付 勢 円 板 ４ ２ が 反 時 計 方 向 に 回 転 す る 。 こ の 回
転 に 伴 い 、 同 付 勢 円 板 ４ ２ に コ リ オ リ の 力 が 発 生 す る 。 ゆ え に 付 勢 円 板 ４ ２ は そ の 任 意 の
ピ ン ４ ２ １ が 駆 動 円 板 ３ ２ の 任 意 の ピ ン ３ ２ １ に 突 き 押 さ れ て 回 転 す る 。 そ の 惰 性 に よ る



回 転 運 動 に 対 し て コ リ オ リ の 力 に よ る 逆 向 き の 力 が 作 用 し て 、 付 勢 円 板 ４ ２ の 回 転 方 向 が
時 計 方 向 に 反 転 す る 。 そ の 反 転 方 向 の 回 転 は 惰 性 で 進 行 す る 。 そ の 後 駆 動 円 板 ３ ２ の 回 転
が 進 行 す る の に 伴 い 、 当 該 ピ ン ３ ２ １ １ に 後 続 す る 次 の 位 置 に あ る ピ ン ３ ２ １ ２ が 付 勢 円
板 ４ ２ の 当 該 ピ ン ４ ２ １ １ に 後 続 す る 次 の 位 置 に あ る ピ ン ４ ２ １ ２ を 駆 動 す る 。 そ の 後 は
当 該 ピ ン ３ ２ １ １ と 当 該 ピ ン ４ ２ １ １ と の 係 合 時 と 同 様 の 動 作 を す る 。 こ の よ う に し て 以
後 の 動 作 が 反 復 さ れ る 。 付 勢 円 板 ４ ２ の 前 記 し た 反 時 計 方 向 も し く は 時 計 方 向 の 回 転 が 、
か み 合 う 伝 動 円 板 ５ ３ に 伝 達 さ れ る 。 伝 動 円 板 ５ ２ に 爪 ５ ６ が 備 わ り 、 ば ね 具 ５ ６ １ に よ
り 常 時 押 圧 さ れ て そ の 先 端 は 爪 車 ５ ４ の 歯 ５ ４ １ に 載 っ た 状 態 で 歯 ５ ４ ２ の 端 面 に 対 向 す
る 。 駆 動 円 板 ３ ２ が 正 規 に 時 計 方 向 に 回 転 す る と 付 勢 円 板 ４ ２ は 反 時 計 方 向 に 回 転 し て 、
漸 次 時 計 方 向 に 回 転 の 向 き が 変 化 す る 。 付 勢 円 板 ４ ２ の コ リ オ リ の 力 の 効 果 を 得 る た め に
、 ピ ン ４ ２ １ の 個 数 が ピ ン ３ ２ １ の 個 数 に 対 し て 適 当 に 減 ら さ れ る 。 付 勢 円 板 ４ ２ が 反 時
計 方 向 に 回 転 す る と き 、 伝 動 円 板 ５ ３ は 時 計 方 向 に 回 転 し て 爪 車 ５ ４ は こ の 動 作 に 関 与 し
な い 。 付 勢 円 板 ４ ２ が 時 計 方 向 に 回 転 す る と き 伝 動 円 板 ５ ３ は 反 時 計 方 向 に 回 転 し 、 爪 ５
６ の 先 端 が 爪 車 ５ ４ の 任 意 の 対 向 す る 歯 ５ ４ ２ の 端 面 に 突 き 当 た り 、 そ の 状 態 を 保 持 す る
。 ゆ え に 爪 車 ５ ４ は 伝 動 円 板 ５ ３ と 共 に 回 転 し 、 連 動 す る 出 力 軸 ５ ５ が 同 時 に 回 転 し て コ
リ オ リ の 力 に 基 づ い た 補 助 動 力 を 出 力 す る 。 付 勢 円 板 ４ ２ に お い て 、 任 意 の ピ ン ４ ２ １ １
と 隣 接 す る ピ ン ４ ２ １ ２ と の な す 中 心 角 α （ 図 ８ 参 照 ） の 整 数 倍 に 相 当 す る 角 度 位 置 の 延
長 上 に あ る 軸 受 台 ４ ５ （ 図 ３ 参 照 ） に ス ト ッ パ ４ ５ ２ を 設 け る 。 同 ス ト ッ パ は 、 コ リ オ リ
の 力 に よ り 付 勢 円 板 ４ ２ が 時 計 方 向 に 回 転 す る と き に 突 き 当 た っ た ピ ン ４ ２ １ の 動 き を 止
め る 。 同 ス ト ッ パ は 、 駆 動 円 板 ３ ２ の 駆 動 に よ り 付 勢 円 板 ４ ２ が 反 時 計 方 向 に 回 転 す る と
き に 突 き 当 た っ た ピ ン ４ ２ １ を 通 過 さ せ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ ４ ５ ２ は ね じ り
コ イ ル ば ね ４ ２ ２ １ に 板 部 材 ４ ２ ２ ２ を 取 り 付 け た 構 造 で 、 図 示 の Ａ 方 向 か ら ピ ン ４ ２ １
が 突 き 当 た る と ば ね ４ ２ ２ １ に よ り 直 立 し た 板 部 材 ４ ２ ２ ２ が ピ ン ４ ２ １ の 進 行 を 制 止 し
、 Ｂ 方 向 か ら ピ ン ４ ２ １ が 突 き 当 た る と 板 部 材 ４ ２ ２ ２ を 押 し 倒 し て ピ ン ４ ２ １ が 前 方 に
進 行 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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